
 

 

 

 

 

宮城県では，幼児期を生涯にわたる人格形成の基礎を築く時期を「学ぶ土台づくり」の時期として捉え，「親

子間の愛着形成の促進」，「基本的生活習慣の確立」，「豊かな体験活動による学びの促進」，「幼児教育の

充実のための環境づくり」の４つの目標を掲げています。これらの目標を達成するため，家庭，教育現場，行政

がそれぞれの役割を的確に果たしつつ，連携・協力を図り事業を展開しています。 

大河原教育事務所管内では，「学ぶ土台づくり」圏域別親の学び研修会を七ヶ宿町立関保育所（保育士

対象），学校法人柴田学園第二たんぽぽ幼稚園で実施しました。講師に宮城県立山元支援学校教諭 松

原 淳子 氏をお迎えし，「幼児と発達～感覚と運動の視点で考える～」をテーマに御講話をいただきました。今

後の保育，幼稚園教育に生かすことのできる，充実した研修内容でした。 

 

☆七ヶ宿町立関保育所                  （参加者の声） 

     令和３年６月１９日（土） 

     参加者：８名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     宮城県立山元支援学校 

教諭 松原 淳子 氏  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱心に耳を傾ける保育士 

○普段の保育での場面を照らし合わせながら

お話しを聞かせていただきました。「学ぶ土

台をつくる」ということで，運動機能，感

覚機能の働きを鍛えていくことの重要性を

学ぶことができ，今後の保育の活動に取り

入れていきたいと考えました。 

○毎日保育する中で心配だったことや悩んで

いたことに触れていただいて話を聞くこと

ができて良かった。今後子どもたちと接し

ていく中で生かしていきたいと思った。 

○先生のお話を聴き，うなずきながら聴ける

部分がたくさんありました。保護者として

子供たちを育てる立場として，反省すると

ころも多く聞かされました。今日の研修を

保育に生かしたいと思います。 

○子供の思いを考えながら保育にかかわって

きたが，できる，できない，苦手なことに

対しての捉え方を変えながら今後の保育に

生かしていきたいと思えるような内容だっ

た。 

○子供たちの声掛けなどの中で，これから生

かしていこうと思うことが多々ありまし

た。今後も子供たちのために頑張ろうと思

います。ありがとうございました。 

 

 



☆学校法人柴田学園第二たんぽぽ幼稚園  令和３年８月２日（月） 

参加者：１５名（たんぽぽ・第二たんぽぽ幼稚園，熊野幼稚園，浄心幼稚園，柴田町立第一幼稚園） 

（参加者の声） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○常日頃の悩みに対する対処について教えていただきました。２学期から心新たに子どもたちを

育てていきたいと思います。 

○日々の保育に役立つお話をありがとうございました。今後、子どもたちへのアプローチも変え

ていきたいなと思いました。 

○たくさんの経験を通して、学ぶ土台をつくることが大切だと改めて勉強することができました。 

○文字、数字、食事等、できない裏には様々な原因があるんだと勉強になりました。もう一度自

分の保育を振り返り、今後に生かしていきたいと思います。子どもたちにとって「適切な環境

づくり」を目指していきたいです。 

○新たに学んだことが多くありました。資料を見直し、今後の指導につなげていきたいと思いま

した。 

○教師の人的環境の大きさを改めて感じた研修会でした。今後とも本日の内容を頭に入れておき

ながら、子どもたちに寄り添っていけたらと思います。貴重なお話をありがとうございました。 

○子どもたちにはたくさん学べるものがあるんだというのが分かりました。食事も言葉の練習に

つながるとは思いませんでした。クラスに気になる子がいるので、今日の話を参考にしてこれ

からの保育に生かしていきたいと思います。 

○話を聞いて、「自分のクラスにもいるな」という行動がたくさんあり、とてもイメージしやすか

ったです。「学ぶ土台」＝「かしこい体」を心がけ、これからの保育にいかしていきたいと思い

ます。 

○普段から、特別な保育をしなくても、できることが沢山あると改めて実感いたしました。自由

遊び時間に、子どもが遊ぶ姿をただ見守るだけではなく、皆で様々なことを経験し、目的をも

って取り組ませたいと思います。 

○子どもの発達を促すには、段階を踏んで行うこと、子どもにとって一番の環境は教師でありま

す。改めて、子どもへの関わり方を振り返り、改善を図っていきたいと思います。 

○幼児の行動は単体ではなく、どこかと連動していることがよく分かりました。普段、本当にこ

れでよいのかと自分の中で納得いっていなかったことが、先生のお話を聞いて、共感して受け

止めていただいたようで嬉しく安心したり、新たな気づきを与えていただいたり、本当に貴重

な時間となりました。ありがとうございました。 

○約２時間にわたり、すべてのお話において納得し、改めて自分自身の自分保育に取り入れ亊、

今後、子どもたちとも接していきたいと思いました。２学期になって子どもたちに会い、役立

てたいと思います。また、お話を聞かせていただきたい研修会でした。 

○わかりやすく、聞きやすかったです。視点を変えながら、今後も子どもたちにあった指導がで

きるよう心がけていきたいです。 

○具体的な援助の仕方をお話するだけでなく、資料でもわかりやすく教えていただき、園に帰っ

てすぐに試してみたくなりました。とても参考になりました。体をたくさん使うこと、時には

失敗させることの大切さがわかり、遊びの中にうまく取り入れながら保育していきたいと思い

ます。 

○問題行動だけでなく、その根底にあるものに視点を向けるという考え方に気づくことができま

した。大変参考になる話ばかりであっという間の時間でした。 


